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屋外木製遊具の安全性↑

－木製コンビネーション遊具の使用実態調査一

福田英昭＊・松田健史＊

１．はじめに

木材には感覚的材料特性（視覚特性，接触特性，接

触温冷感，硬軟感，歩行感等）や物理的材料特性（弾

性率，衝撃吸収性，吸湿性等）があり，遊具素材とし

て適している;。すなわち，木製遊具はコンクリート

や金属製遊具とは全く異質の「肌にやさしい」遊具と

しての認識が高まりつつあり，各地の公園・緑地等に

木製遊具が設置されている2.3J･屋外木製遊具の利用

の推進には，まず木製遊具の安全性を高めることが必

要である。これまで公園施設業協会は，建設省の指導

を受けて業界としての安全規準作りを始めているが，

現在，日本国内にはまだ屋外遊具についての安全に関

する規格・錐準がないことに加え，いつ，どこで，ど

のような班故が発生したか等の事故要因の分析も十分

仁なきれていない小国i・

本研究では，ｉ''１縄県における屋外木製遊具のうち大

規模な木製コンビネーション遊具の安全性に関するデ

ータの収集およびその使用実態に関する調査を行い，

屋外木製遊具の安全性について検証することを目的と

した．

写真１中庭側遊具Ａ（Ｋ小学校）

写真２運動埒Ｍ３遊具ﾛ（Ｋ小学校）

遊具Ａの構成要素は，ロープ，吊り橋，ネット，

梯子等

遊具Ｂの構成要素は，ネット，吊り橋，ロープ

等

・スギ削り丸太材（心持材）を使用，直径は100

,,150ｍの２種

・ＣＣＡ防腐剤（JISK1554-CCA1号）を加圧注入

・接合部にはステンレス製（SUSP304）のボルト，

ナット，平座金等を使用

・チェーンには直径６～８ｍのステンレスチェーン

またはメッキチェーンを使用

那覇市立Ｊ小学校

【幼稚園側遊具Ｃ（写真３）が1987年，運動場側遊
具，（写真４）が1990年に設置】

遊具Ｃの榊成要素は，雲梯，梯子，滑り台，高

台等

２．研究方法

２．１鯛査対象遊具

ｉ１Ｉｌ純県１人]における遊具の設置環境，規模，形状，便

H1状況等に蛙づいて，那覇市立Ｋ小学校・那覇市立Ｊ

小学校．宜野湾市Ｋ公園に設置されている木製コンビ

ネーション遊具の計５基を調査対象に選定した。これ

らの遊具の使用実態は，ビデオおよび写真撮影によっ

て記録した。さらに,当該遊具の摩耗.干割れ・腐朽

等の劣化状態，各部材の寸法，部材間の危険な隙間の

;h･蝿，部材:表面のすべり等について調森を行った。各
遊!↓の概要は以下の通りである。

M1lWjllijZK小学校

【'''１廷ｌｌｌＩ遊1LＡ（写真１）と．運動場側遊具Ｂ（写
真２）の２基が1986年に設置】

このｲiw先の．NIIは鋪５IiiⅡ1本木材学会九什l支部大会（福
ＩＭＩ，１叩8.Ｈ〉で発表した。

､琉球大学教行学部
写真３幼稚園側遊具Ｃｕ小学校）
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③遊具を使用する時間帯

④遊具の使用時間

⑤遊具で一緒に遊ぶ友人の数

⑥遊具による遊びの種類

⑦遊具による径我や危険体験の有無

③遊具要素別の事故発生件数

⑨遊具による事故発生の状況

⑩木製遊具と金属製遊具の比較（児童５，６年生のみ）

３．鯛査結果と考察

３．１木製遊具の使用実態

アンケート調査結果より，使用頻度については第１，

２図に示すように，両校とも「週に１～２日」使用す

写真４運動場側遊具，（Ｊ小学校）

遊具Ｄの構成要素は，雲梯，吊り橋，高台，梯

子，ネット，階段等

・スギ自然木皮はぎ丸太材（心持材）を使用，直径

は100mm，l50nMnの２種

・スギ角材（厚さ50mm）も一部使用

・ＣＣＡ防腐剤（JISK1554-CCAl号）を加圧注入

・接合部にはステンレス製（SUS304）のボルト，

ナット，平座金等を使用

・チェーンには直径６～８ｍのステンレスチェーン

またはメッキチェーンを使用

宜野湾市Ｋ公園

【木製コンビネーション遊具１基（写真５）が1988

年に設置】

1～2日

117人（

.1％）

３人（10％）

､8％）

3～4

63人

３６人（12.5％）

第１図１週間の木製遊具の使用日数（Ｋ'j､学校）

1～2日

98人（38.4％）

(0.5％）

写真５木製コンビネーション遊具（Ｋ公園）

遊具の榊成要素は，梯子，雲梯，吊り輪，ブラ

ンコ，滑り台，ネット等

（他に，船形の合板製コンビネーション遊具と

金属製コンビネーション遊具が公園内に隣接し

て設置）

・ベイマツ中空加工材を使用，外径は150mm，その

中心部を内径60,Mnでくり抜き

､鋼管（防錆加工，外径341x､）と特殊固定具で接合

･ＣＣＡあるいは低毒性防腐剤を注入したと思われる

７１人（27.8％）

第２図１週間の木製遊具の使用日数（Ｊｄ､学校）
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２．２アンケートによる使用実態鬮査

両校の第３～６学年の児童計543名と，Ｋ公園で遊

具を使用している子どもの保護者22名を対象に，1996

年12月から1997年２月にアンケート調査を行った。そ

の調査内容は，次の10項目である。

①回答者の学年,性別

①1週間の木製遊具の使用日数

0
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辨一岫啼｜
る
’
毎
ｓ
一

廓
醍
一

識趣一

中休み（巴休み以外）壼罎一

第３図遊具を使用する時間帯（複数回答含）
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る児童が約４割と最も多く，週に１日以上使用してい

る児童が両校とも８割を越えており，木製遊具が利用

率の高い遊具であったといえる。

遊具を使用する時間帯は，第３図に示すように「昼

休み」が最も多く，両校と６４割以上を占めていた。

その次に多いのは「放課後」であり，この順位は学年

が違っていても共通していた。土・日曜日にＪ小学校
の利用率が高いのは，Ｊ小学校が住宅地内に立地して

いるため，曜日を問わず日常の遊び空間を木製遊具が

提供していると考えられ，学校と生徒の居住区が大通

りで分断されているＫ小学校と違いをみせていたと考

えられる。

遊具で続けて遊ぶ時間は，第４，５図に示すように

｢30分程度」が４割以上と最も多く，前述の結果で最

も高かった，小学校の昼休みの時間の20～30分と一致

している。

1５０

図－、１００

ｓ

:.。

0

■分１左近１２～３４－５６～１０１１以上侭田香

一拍に遊ぶ友人のH２（人）

屏石孟雨冒扇冒扇弱扇雇ｒ１

第６図遊具で一緒に遊ぶ友人の数（複数回答含）

第１表遊具による遊びの種類．
【世nｈｍ缶凸】

７人（2,4％）

q人(3.5%）

1人（7.3％）

30分租度

127人
（44.1％）

６６人（22.9％）

第４図遊具の使用時間（Ｋｄ､学校）

1時間糧度

《U2足こつＥ０吟■《且客U●底ⅢどこらにOUmnm2g写ら○いゲーム）

に）丘ごラニ⑩－■姫ヰー■四代■“印柑虫えらゲームＪ

《｡）灯ごつど､､-■ぬに■Ｆ６と■けなくならゲー勾

佃、ビもら■２匹⑤■ｐｔＥタニデ《どん）すらか衝,ゲーム

5人で遊ぶという形態ｶｾﾞ予想される。

０人（3.9％）

(1.5％）

（7.5％）

30分程度

126人

【49.4％）

遊具で遊んでいるとき，怪我をしたり危ない思いを

したことがあると回答した児童は，第７，８図に示す

ように全体の６割以上であった。なお，報告のあった

事故の発生件数は，Ｋ小学校で180件，Ｊ小学校で111

件であった。

遊具要素別にみた事故発生場所は第９図に示すよう

に，Ｋ小学校では遊具Ａの「ロープ」と「吊り橋｣，

第５図遊具の使用時間（Ｊ小学校）

遊具で一緒に遊ぶ友人の数は，第６図に示すように

両校とも「４～５人で遊ぶ」という回答が約半数を占

めていた。コンビネーション遊具では，遊具要素がブ

ランコや鉄棒のように単一でなく複合化して組み合わ

ざっているため，自分一人から友達11人以上まで幅広
くその遊びに対応していることがわかる。

遊興による遊びの種類については，第１表に示すよ

うに「鬼ごっこ」またはその変形した遊びが主流であ

ると何校の８割の児童が回答しており，木製コンビネ
ーション遊具が単なる機能的段階や技術的段階にとど

まらず，社会的段階で使用きれていたことがわかる。

また，その鬼ごっこの遊びも，前述の結果である４～

全くRRL、
2｡5％）

1回だけある

７３人（25.3％

侭回答
5人（1.8％）

125人（43.4％）

有無（Ｋｄ､学校）

▽Ｉ

第７図遊具による怪霧や危険体験の有無
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第３表小学生による木製遊具と金属製遊具の使用感の比較
（）内ktEO谷人政

1％）
象Ｆ－ｎ▲Ｆ－－■

■な■ＬＥｄＮＷＰ丘已■Ｌ２口

のと,Ｔｍ句‘２２哩父（2ｑ①ﾛか巴と｡‘

重迩麺翻:馬;；…７１：：
Ｂ
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②燭」やすＬＩｇ

1回だけある

68人（26.7％
答
(0.3％）

数回ある９４人（36,9％）

第８図遊具による怪我や危険体験の有無（Ｊ'｣､学校）
て静摩擦係数が小さくなり滑りやすくなるとはいえな

いことが指摘きれており`)，このことよりも靴底また

は部材表面が砂や泥で汚れているか否かが滑りやすさ

の決定的要因であるといわれている。児童が「濡れる

とすべる」と回答した理由には，濡れた砂や泥を靴底

に付着させて遊ぶために，すべりやすい状況が生じて

いるものと推察される。また，木製遊具は「とげが刺

さる｣，「あたっても痛くない｣などの回答も多く，児童

は干割れやさきくれによる手指の怪我の危険を認識し

ており，遊具の材質特性を鋭く観察しているといえる。

Ｋ公園の木製遊具については，２２名の保護者から回

答を得たが，遊ぶ時間帯では昼から夕方，また遊ぶ時

間は２時間程度が股も多いという回答であった。また，

同じ公園内に隣接する合板製遊具と金属製遊具よりも，

この木製遊具を最も頻繁に利用していると17名

(77.3％）が回答していた。

Ｋ公園の22名の中で４割に相当する９名が，過去に

'怪我もしくは危ない思いをしたと回答しており，具体

的内容として「高い場所にフェンスがないので恐い｣，
｢部材の間隔が広いため落下・転落する｣，「登るとき
に部材で頭を打つ」等をあげていた。
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第９図遊具要素別の事故発生件数

Ｊ小学校では遊具Ｄの「雲梯」と「吊り橋」が上位を
占めていた。

その発生状況を遊具要素別に第２表に示すと，いず

れも，足または手を滑らせたという状況が多く，木材
の表面が摩耗などによって滑りやすい状態になってい

ることと，元来，木製遊具が強度の面などから金属製

遊具のように子どもの手でつかみやすい太さにまで細

くできないこと‘'がその理由として考えられる。

第２表小学校における木製遊具使用による事故発生状況

３．２木製遊具の

劣化状態

遊具構成部材の摩

耗減騒についての測

定結果を第４表に示

す。最も摩耗が大き

かった箇所は，ロー

プ付の登り坂の鰻上

部であり，遊具の外

周水平部材の最上部

の多くは，大きな摩

耗減獄を示していた。

屋外遊具は光・熱・

水による劣化が元来

激しいうえに，子ど

もの靴底に付着した

第４表小学校における遊具構成
部材の寧耗滅量

木製遊具と鉄製遊具の使用感の比較の回答結果を第
３表に示す。iiIi杖とも，木製遊具の好きな点として

｢滑りにくい」ことを多くの児童が回答しているが,一
方で木製遊具の嫌いな点として「濡れると滑る」こと
をあげている児童も多いという結果であった。しかし，
矢田によれば，湿潤時を含めて木材が他の材料に比べ
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砂粒・Ｉ･$`がｲin解剤として作ﾉﾛし，著しい醗耗が生じ
ていると推察される。

干割れについては，第５表に示すようにＫ小学校の
遊具では，直径150mmの垂直部丸太材に，最大割れ幅
130mm，深さ1()0mmのものがWli1認され，また』小学校の
遊具では，傾斜部材全体に広範囲に観察され，最大割
れ幅10HInのものが確認された。一般に割れ幅が２mmを
越えると手指の怪我の危険性が高まるといわれている

がﾙ，両校の遊具４基すべてに，割れ幅が211u､を越え

ている部材が多く確認された。また，多くの水平部材
で干割れ部分に多くの砂粒がつまっており，部材表面
の摩耗原因であることを裏付けていた。

腐朽については，外観からの観察により，褐色腐朽

菌による早材部の落ち込みや縦横の細かい割れが一部
に確認された。

釘の頭部の浮き出しが発生したり，振動等によりボル
トのゆるみや脱落，ポルトキャップの脱落が発生して
いた。また,テトロンネツトの摩耗や切断，いたずら
によると思われる劣化などが発生していた。

４．おわりに

万一事故が起きた場合，自治体では同じ型の遊具を
撤去したり，保守点検を強化するなど再発防止策が鱒
じられているが，他の自治体に事故情報を提供するシ
ステムはまだない。また「公園」には，自治体が独自
に設置するものや建設省が管轄する「都市公園」や厚
生省の「児童遊園」など，管理者は様々である。この

他に，学校や幼稚園，寺社の境内などにも遊具が多数
あり，事故情報の集約はまったくなされていない。ド

イツや米国が，ＤＩＮ（ドイツ工業規格)，ＣPSC（米国
消費財安全委員会)，ＡＳＴＭ（米国材料試験協会）な
どによって遊具の構造や素材などの安全性を細かく規
定しているのに比べ，日本の取り組みは遅れていると

いえる。矢田らによって，これまで公園に股置された

木製遊具やベンチの劣化状況が報告されているがＪそ
の劣化防止の提言の実現化は未だ不十分である?，帥。

木製遊具の耐用年数は，約10年が目安とされている

が'１，アンケート調査時には，Ｋ小学校では11年，Ｊ
小学校では７年，Ｋ公園では９年が経っていた。小学

校では，月に１回程度，安全管理の担当教諭によって

遊具の安全点検がなされているが，管理側の安全管理

体制の強化だけではなく，木製遊具の耐久性向上技術

の確立と，安全に関する規格・基準の早期検討が望ま

れる。

【邑I)屈み4オヵチェーン用九六Ｅ■迅した干甜､丹匁は018本のなかで06本ある．

イこ製遊具.のその{､の劣化状態をまとめたものを第６

表に派す。デッキ床材表面の廉耗の進行や振動により，
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第６表木製遊具のその他の劣化状態

震
木材jﾕ業Vol54,Ｎ０．８．１９９９

第５表干割れ発生場所とその進行状態
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